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1. はじめに 
 長崎県島原半島のほぼ中央に位置する雲仙普

賢岳の火山活動は現在，小康状態である。しかし

平成新山に形成された溶岩ドームは，崩落により

発生する岩屑なだれ等が懸念されている。このた

め，溶岩ドームの挙動を監視する光波観測，地上

型合成開口レーダー，地震計，振動計，カメラ、

衛星 SAR 等の様々な観測装置を設置し，日々監

視が継続されている 1)2)。本稿ではこれら観測装

置のうち，この度更新および増強を行った光波監

視システムについて，その導入結果と課題を示す。 

2. システム更新 
光波観測は平成 8 年に溶岩ドームの縁辺部に

10 基のテトラポット型の反射プリズムが設置さ

れ，平成 18 年に自動観測システムが稼働するま

で手動にて観測が行われてきた。ただし 10 基の

反射プリズムのうち 8基は火山ガスの腐食等によ

り機能が失われていたため，同年に 6 基が追加さ

れ，平成 27 年度までは計 8 基の観測が行われて

きた。また自動観測システムは，大野木場（砂防

みらい館敷地内）および天狗山の 2 箇所に観測装

置（トータルステーション）を設置し，雲仙復興

事務所にてリアルタイムに観測結果を監視する

仕組みとなっていた。 
この自動観測システムは，稼働から約 10 年が

経過し，観測装置の交換部品が製造終了となると

と共に，複雑なシステム構成であったため不安定

となるなどの課題を有していた。また同時に溶岩

ドームの崩落を想定する上で，ドーム中央部およ

び崩落堆積域の監視の重要性が増したことから，

観測点の追加が必要になった。 
そこで，自動監視システムの一部を更新すると

共に，観測点の追加を行った。自動監視システム

の更新は平成 28 年 10 月末，反射プリズムの追加

は 12 月に行った。自動監視システムは，これま
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で観測装置の制御部と監視部で計 3台のサーバを

使用していた。ソフトウェアを変更したことで 1
台に集約し，観測装置を LAN 間接続が可能にな

った。 

 

3. 観測結果 
 システム更新を行い約 4ヶ月の観測を実施した。

その結果，継続的に観測が行われていることを確

認することができた。ただし，日々の観測結果の

振れ幅が，旧システムより大きくなっている。新

設した溶岩ドーム中央の P9 は，縁辺部のプリズ

ムに対して斜距離変化が顕著であること，崩落堆

積域に設置した CR1～3 については，現在はほぼ

変化が認められないことが確認できた。 

 

 

 
図 3 光波観測システムによる斜距離変化 

4. 他の観測結果との比較 
 更新後に得られた観測結果と更新前の観測結

果および他の観測結果の比較を行い，精度の検証

を行った。比較したのは地上型合成開口レーダー

観測装置と，崩落堆積域近傍まで登山し，手動に

よる光波測距を行った結果である。光波観測シス

テムおよび地上型レーダーは視線方向への斜距

離変化であるが，現地観測のみ観測結果から求め

た座標より算出した斜距離変化の速度である。 
 結果，何れの観測結果に対しても，概ね調和的

であることが確認できた。このことから更新した

観測システムが一定の精度を有していると判断

した。 

表 1 他の観測手法との斜距離変化の比較 

観測手法 速度 
(cm/年) 観測時間 

新光波観測システム 
（天狗山－P4） -3.1 H29.1～

H29.2 
旧光波観測システム 
（天狗山－P4） -3.9 H28.3～

H28.11 
地上型合成開口ﾚｰﾀﾞｰ 
（赤松谷－M1） -2.2 H28.3～

H29.2 

現地観測 -4.5 H28.5～
H29.2 

5. 結果 
 今回のシステム更新の結果，更新したシステム

が必要機能を満たしていることが確認できた。機

器やソフトウェアの性能向上、既往システムの経

験の蓄積により、システム構成の簡略化を図るこ

とができ、システム導入にあたって整備費も抑え

られるようになってきている点は評価できる。た

だし精度面では旧システムと比較して日々の変

動がやや大きい問題を有している。これはフィル

タや気象補正が十分に機能できていないことが

原因と推測される。新システムに適合する補正計

算手法を検討中である。 
 今後、火山等の近接し観測できない場所に対し

て，本システムは極めて有効な方法であると考え

ている。 
－以 上－ 
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